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謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
、
関
東
森

林
管
理
局
の
業
務
運
営
は
も
と
よ
り
、
林
野
行

政
全
般
に
わ
た
り
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
、
我
が
国
の
人
工
林
資
源
は
、
本
格
的
な

利
用
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
木
材
自
給
率
は
６

年
連
続
で
上
昇
し
、
海
外
へ
の
木
材
輸
出
も
年
々

大
き
く
伸
び
る
な
ど
、
我
が
国
の
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
に
明
る
い
展
望
が
開
け
て
き
て
い
ま

す
。昨

年
末
に
は
、
森
林
整
備
を
進
め
、
地
球
温

暖
化
や
災
害
を
防
止
し
て
い
く
た
め
の
財
源
と

し
て
、
森
林
環
境
税
（
仮
称
）
及
び
森
林
環
境

譲
与
税
（
仮
称
）
を
創
設
す
る
こ
と
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
関
東
森
林
管
理
局
に
お
き

ま
し
て
は
、
森
林
の
多
面
的
機
能
の
維
持
・
向

上
を
図
る
た
め
、
国
有
林
の
整
備
・
保
全
や
治

山
対
策
を
着
実
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
林
業
・

木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
や
地
方
創
生
に
積
極

的
に
貢
献
す
る
取
組
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

林
業
を
成
長
産
業
に
し
て
い
く
上
で
、
森
林

施
業
の
生
産
性
向
上
、
労
働
安
全
の
確
保
は
重

要
な
課
題
で
す
。
こ
の
課
題
解
決
に
向
け
、
今
、

関
東
森
林
管
理
局
で
は
組
織
を
あ
げ
て
、
伐
採

か
ら
造
林
ま
で
の
作
業
を
高
性
能
林
業
機
械
を

活
用
し
て
連
続
し
て
行
う
「
一
貫
作
業
シ
ス
テ

ム
」
な
ど
、
新
た
な
施
業
方
法
の
導
入
を
民
有

林
に
先
駆
け
て
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
施
業
方
法
が
民
有
林
に
も
広

く
普
及
し
て
い
き
ま
す
よ
う
、
管
内
の
全
て
の

森
林
管
理
署
に
お
い
て
、
民
有
林
関
係
者
の
方

に
広
く
お
声
が
け
を
し
な
が
ら
、
現
地
検
討
会

等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

民
有
林
と
国
有
林
の
連
携
強
化
に
も
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

民
有
林
を
経
営
す
る
方
と
協
定
を
締
結
し
て

「
森
林
共
同
施
業
団
地
」
を
設
定
し
、
民
有
林

と
国
有
林
を
一
体
的
に
路
網
整
備
や
間
伐
等
の

森
林
施
業
を
推
進
す
る
取
組
は
更
に
拡
大
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
「
民
国
連
携
推
進
地
区
」

を
設
定
し
、
市
町
村
森
林
整
備
計
画
の
作
成
や

地
域
の
森
林
・
林
業
を
め
ぐ
る
課
題
解
決
に
向

け
た
取
組
を
重
点
的
に
支
援
す
る
取
組
に
も
力

を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
の
構
築
に
貢
献
し

て
い
く
こ
と
も
重
要
な
課
題
で
す
。
実
需
者
の

方
と
協
定
を
締
結
し
、
国
有
林
材
を
安
定
的
に

供
給
す
る
「
シ
ス
テ
ム
販
売
」
を
推
進
し
て
お

り
、
今
後
、
よ
り
実
需
者
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
材

の
提
供
に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

野
生
鳥
獣
害
は
、
大
き
な
社
会
問
題
で
す
。

関
東
森
林
管
理
局
管
内
で
も
、
シ
カ
の
生
息

域
が
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
被
害
が
深
刻
化
し

て
い
ま
す
。
各
地
域
の
関
係
機
関
と
密
接
に
連

携
し
な
が
ら
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
対
策
を

進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
捕
獲
も
積
極

的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

今
や
、
国
民
の
３
割
が
花
粉
症
と
い
わ
れ
て

お
り
、
花
粉
発
生
源
対
策
の
推
進
も
急
が
れ
ま

す
。
花
粉
症
対
策
苗
木
へ
の
植
え
替
え
な
ど
、

花
粉
の
少
な
い
森
林
づ
く
り
を
更
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

「
観
光
先
進
立
国
」
の
実
現
に
も
貢
献
し
て

い
き
ま
す
。
昨
年
、
特
に
優
れ
た
森
林
景
観
を

有
す
る
と
し
て
林
野
庁
が
選
定
し
た
「
日
本
美

し
の
森

お
薦
め
国
有
林
」
を
は
じ
め
、
国
有

林
の
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

今
年
３
月
に
は
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら

丸
７
年
を
迎
え
ま
す
。
昨
年
は
、
避
難
指
示
が

解
除
さ
れ
た
区
域
に
あ
る
国
有
林
に
お
け
る
木

材
生
産
事
業
等
を
再
開
し
ま
し
た
が
、
引
き
続

き
、
関
係
各
方
面
と
の
密
接
な
連
携
の
下
、
被

災
地
の
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
一
日
も
早

い
再
生
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

国
有
林
は
、
国
民
共
通
の
財
産
で
す
。

国
民
の
皆
様
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
よ
く
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
仕
事
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
の
広
報
誌
「
関
東
の
森
林

か
ら
」
で
は
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く
関
東
森
林

管
理
局
の
取
組
を
皆
様
に
お
伝
え
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て
健
康

で
幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

ホソバシャクナゲ
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近
年
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
個
体
数
が
増
加
す
る

と
と
も
に
分
布
域
が
拡
大
し
て
お
り
、
森
林
被

害
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
に
環

境
省
が
調
査
し
た
野
生
鳥
獣
に
よ
る
森
林
被
害

面
積
は
、
全
国
で
約
８
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
そ

の
約
８
割
が
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
被
害
と
な
っ

て
い
ま
す
。

平
成
25
年
12
月
に
環
境
省
と
農
林
水
産
省
が

策
定
し
た
「
抜
本
的
な
鳥
獣
捕
獲
強
化
対
策
」

で
は
「
平
成
35
年
ま
で
に
シ
カ
の
生
息
頭
数
を

半
減
す
る
」
こ
と
が
目
標
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ

る
森
林
被
害
が
見
ら
れ
る
地
域
を
中
心
に
、
植

林
地
を
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
食
害
等
か
ら
守
る
た
め
、

防
護
柵
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ

の
生
息
頭
数
を
減
ら
す
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

管
内
の
各
森
林
管
理
署
で
は
、
く
く
り
わ
な

や
ラ
イ
フ
ル
銃
に
よ
る
捕
獲
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
生
息
区
域

の
拡
大
に
あ
わ
せ
て
事
業
地
を
拡
大
し
、
12
地

区
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

群
馬
県
内
の
利
根
沼
田
森
林
管
理
署
と
吾
妻

森
林
管
理
署
で
は
、
地
元
の
猟
友
会
と
協
定
を

結
び
、
狩
猟
期
間
中
、
国
有
林
の
林
道
ゲ
ー
ト

の
鍵
を
貸
与
し
て
、
車
で
国
有
林
内
に
入
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
を
効
果

的
に
捕
獲
す
る
取
組
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
森
林
管
理
署
の
職
員
を
対
象
に
鳥
獣

関
係
の
法
令
に
関
す
る
知
識
や
、
わ
な
の
設
置

方
法
、
安
全
な
捕
獲
作
業
な
ど
を
習
得
す
る
た

め
の
研
修
を
毎
年
開
催
し
、
研
修
を
受
講
し
た

職
員
が
「
く
く
り
わ
な
」
を
国
有
林
内
に
設
置

し
て
ニ
ホ
ン
ジ
カ
を
捕
獲
し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
に
開
始
し
た
こ
の
研
修
の
修
了

者
数
は
、
関
東
森
林
管
理
局
全
体
で
２
９
１
名

に
の
ぼ
り
、
安
全
な
捕
獲
技
術
の
向
上
と
捕
獲

に
従
事
す
る
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

職
員
が
こ
の
３
年
間
に
捕
獲
し
た
ニ
ホ
ン
ジ

カ
の
累
計
は
、
群
馬
県
や
静
岡
県
内
の
森
林
管

理
署
を
中
心
に
、
約
４
０
０
頭
に
及
ん
で
い
ま

す
。こ

の
国
有
林
野
職
員
に
よ
る
捕
獲
は
、
各
県

が
策
定
す
る
鳥
獣
保
護
管
理
事
業
計
画
の
中
で
、

こ
れ
を
許
可
す
る
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
場
合

は
、
実
施
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
現
在
、

栃
木
・
群
馬
・
山
梨
・
静
岡
・
新
潟
の
各
県
で

実
施
で
き
ま
す
。

現
在
、
許
可
規
定
が
置
か
れ
て
い
な
い
各
県

に
対
し
て
は
、
国
有
林
野
職
員
に
よ
る
有
害
鳥

獣
捕
獲
が
可
能
と
な
る
よ
う
働
き
か
け
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

近
年
、
わ
な
猟
に
よ
る
捕
獲
者
数
は
増
加
し

て
い
る
も
の
の
、
銃
猟
に
よ
る
捕
獲
者
数
は
高

齢
化
等
に
よ
り
減
少
し
て
お
り
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ

の
生
息
数
の
急
速
な
増
加
に
捕
獲
が
追
い
つ
い

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
生
息
が

確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
地
域
で
も
、
新
た
な

目
撃
情
報
も
聞
こ
え
て
き
て
お
り
、
ニ
ホ
ン
ジ

カ
の
分
布
域
の
拡
大
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

国
有
林
内
を
巡
視
す
る
職
員
は
、
「
簡
易
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
」
を
活
用
し
て
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ

る
被
害
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
セ
ン
サ
ー

カ
メ
ラ
を
用
い
て
生
息
状
況
の
把
握
、
情
報
の

収
集
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
と
も
関
係
す
る
県
や
地
元
自
治
体
等
と

密
接
に
連
携
し
つ
つ
、
シ
カ
被
害
対
策
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
に
お
け
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
に
つ
い
て

計
画
保
全
部

保
全
課

利根沼田署「協定調印式」

上越署

「センサーカメラの設置」

静岡署「静岡地域わな研修」

吾妻署「群馬地域わな研修」

静岡署「静岡地域わな研修（座学）」
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関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
国
有
林
野
事
業
の

運
営
等
に
つ
い
て
国
民
の
皆
様
に
ご
理
解
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
ご
意
見
・
ご
要
望
等
を
お
聞

き
し
、
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
役
立
て
て
い

く
た
め
、
「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集
し
ま

す
。国

有
林
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
に
は
、
国
有
林
の

広
報
誌
な
ど
を
定
期
的
に
お
送
り
し
、
ア
ン
ケ
ー

ト
に
回
答
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
年
１
回
、

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
・
現
地
視
察
へ
の
出
席

等
を
お
願
い
し
ま
す
。

募
集
人
数
は
70
名
程
度
、
依
頼
期
間
は
平
成
30

年
４
月
か
ら
２
年
間
で
す
。

【
応
募
資
格
】

福
島
県
、
茨
城
県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
、
埼
玉

県
、
千
葉
県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
新
潟
県
、

山
梨
県
及
び
静
岡
県
に
お
住
ま
い
の
国
有
林
野

事
業
に
関
心
の
あ
る
20
歳
以
上
（
平
成
30
年
４

月
１
日
時
点
）
の
方
（
国
会
及
び
地
方
議
会
の

議
員
、
地
方
公
共
団
体
の
長
及
び
常
勤
の
国
家

公
務
員
は
除
き
ま
す
。
）

【
応
募
方
法
】

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
便
は
が
き
又
はF

A

X

に
て
、
下
記
の
申
込
み
先
ま
で
ご
応
募
く
だ

さ
い
。
関
東
森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
応
募
で
き
ま
す
。

【
必
要
事
項
】

①

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
②

性
別
、
③

生

年
月
日
、
④

住
所(

郵
便
番
号
）
、
⑤

電
話

番
号
、
⑥

職
業
、
⑦

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

を
知
っ
た
き
っ
か
け
、
⑧

国
有
林
モ
ニ
タ
ー

に
応
募
す
る
理
由

【
応
募
期
限
】

平
成
30
年
２
月
26
日
（
当
日
必
着
）

【
申
込
み
先
・
問
合
せ
先
】

〒
３
７
１
❘
８
５
０
８

群
馬
県
前
橋
市
岩
神
町
4-

16-

25

関
東
森
林
管
理
局
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
担
当
係

（
企
画
調
整
課
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
７-

２
１
０-

１
１
５
０

Ｆ
Ａ
Ｆ
：
０
２
７-

２
１
０-

１
１
５
４

詳
細
は
関
東
森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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）

❘
わ
た
し
（
撮
影
者
）
が
美
し
い
（
魅
力
的
で

あ
る
）
と
思
い
、
ひ
と
に
お
薦
め
し
た
く
な
る

よ
う
な
風
景
・
場
面
を
撮
影
し
た
写
真
を
募
集

し
ま
す
❘

林
野
庁
で
は
、
平
成
29
年
4
月
28
日
に
選
定

し
た
「
日
本
美
し
の
森

お
薦
め
国
有
林
」
を

は
じ
め
と
す
る
各
地
の
森
林
を
貴
重
な
観
光
資

源
と
位
置
づ
け
、
地
域
振
興
に
活
用
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。今

般
、
林
野
庁
を
含
む
「
わ
た
し
の
美
し
の

森

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
実
行
委
員
会
は
、

日
本
国
内
の
森
林
や
山
村
地
域
の
魅
力
的
な
風

景
・
場
面
を
撮
影
し
た
写
真
を
募
集
・
表
彰
し
、

こ
れ
を
公
表
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
取
組
を
通
じ
、
よ
り
一
層
、
森
林
・
山

村
地
域
に
観
光
客
が
訪
れ
、
地
域
へ
の
理
解
が

進
み
、
ま
た
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

１

応
募
要
領

(
1)

テ
ー
マ

「
日
本
美
し
の
森

お
薦
め
国
有
林
」
を
は
じ

め
と
す
る
各
地
の
森
林
に
お
い
て
撮
影
さ
れ
た

森
林
景
観
の
美
し
さ
、
生
命
の
す
ば
ら
し
さ
、

体
験
に
よ
る
感
動
な
ど
、
森
の
魅
力
を
伝
え
る

写
真
を
募
集
し
ま
す
。
撮
影
場
所
は
国
有
林
に

限
定
し
ま
せ
ん
が
、
国
内
の
森
林
と
し
ま
す
。

(

2)

部
門

写
真
の
テ
ー
マ
別
に
次
の
３
部
門
が
あ
り
ま
す
。

①

景
観
部
門
：
森
の
絶
景
、
森
か
ら
見
え
る

眺
望
な
ど
、
森
の
風
景
を
撮
影
し
た
も
の

②

生
命
部
門
：
森
で
育
ま
れ
る
生
物
（
昆
虫
・

動
植
物
）
の
生
命
・
営
み
を
テ
ー
マ
に
撮
影
し

た
も
の

③

体
験
部
門
：
森
で
の
体
験
・
活
動
や
森
で

の
学
習
に
よ
り
何
か
を
発
見
し
た
こ
と
な
ど
を

テ
ー
マ
に
撮
影
し
た
も
の

(

3)

募
集
期
間

平
成
29
年
12
月
11
日
（
月
）
～
平
成
30
年
2

月
13
日
（
火
）
（
当
日
消
印
有
効
）

(

4)

応
募
資
格
・
方
法

〇

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

〇

お
一
人
に
つ
き
１
部
門
１
点
、
合
計
３
点

ま
で
応
募
で
き
ま
す
。
組
写
真
、
加
工
・
編
集

さ
れ
た
画
像
の
も
の
は
、
不
可
と
し
ま
す
。

※

詳
細
は
林
野
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下

さ
い
。
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２

問
合
せ
先

林
野
庁

「
わ
た
し
の
美
し
の
森

フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
」
係

住
所
：
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
１
❘
２
❘
１

電
話
：0

3
-
6
7
4
4
-
2
3
2
3

（
受
付
時
間
：
平
日

９
時
30
分
～
18
時
）

メ
ー
ル
：m

o
ri

po
h
ot

o

＠m
a
ff

.g
o.

j
p

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
募
集

総
務
企
画
部

企
画
調
整
課

「
わ
た
し
の
美
し
の
森

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
募
集

計
画
保
全
部

保
全
課

丸太生産現場の視察状況
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ケ
ヤ
キ
若
齢
人
工
林
の
成
長
と
土
壌
調
査

ケ
ヤ
キ
は
代
表
的
な
有
用
広
葉
樹
で
、
高
級

建
築
用
材
の
ほ
か
、
家
具
・
建
具
材
に
も
使
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
ケ
ヤ
キ
造
林
は
古
く
か
ら
行

わ
れ
、
肥
沃
な
立
地
を
求
め
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
立
地
と
ケ
ヤ
キ
の
成
長
に
関
す
る
研

究
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
ケ
ヤ
キ
の

成
長
に
対
す
る
土
壌
の
肥
沃
度
の
影
響
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
、
土
壌
の
Ａ
層
（
※
用
語
解
説
）

の
厚
さ
を
ケ
ヤ
キ
１
本
毎
に
調
査
し
ま
し
た
。

調
査
の
概
要

ケ
ヤ
キ
の
サ
イ
ズ
測
定
を
植
栽
前
の
２
０
０

４
年
と
植
栽
後
の
２
０
０
７

～
２
０
１
７
年
に
行
い
ま
し

た
。土

壌
調
査
は
「
検
土
杖
」

を
使
用
し
ま
し
た
。
検
土
杖

は
、
長
さ
約
１
．
１
ｍ
の
金

属
棒
で
、
先
端
部
に
30
㎝
の

縦
溝
が
あ
り
、
地
面
に
差
し

込
ん
で
回
転
す
る
と
、
溝
の

中
に
地
中
の
土
砂
を
採
取
で

き
る
器
具
で
す
。

調
査
対
象

植
栽
さ
れ
た
ケ
ヤ
キ
は
全
体
で
約
７
０
０
本

で
す
が
、
今
回
は
、
同
じ
１
５
０
㏄
コ
ン
テ
ナ

で
育
苗
し
た
、
斜
面
上
部
の
平
坦
地
と
斜
面
下

部
の
傾
斜
地
で
調
査
し
ま
し
た
。
な
お
、
作
業

道
作
設
な
ど
に
よ
る
土
壌
の
混
乱
や
誤
伐
等
の

影
響
を
受
け
た
ケ
ヤ
キ
は
、
調
査
対
象
か
ら

外
し
ま
し
た
。

林
分
概
況
（
２
０
１
７
年
）

斜
面
上
部
は
平
均
樹
高
２
６
４
㎝
・
平
均

胸
高
直
径
１
８
㎜
、
斜
面
下
部
は
平
均
樹
高
３

１
０
㎝
・
平
均
胸
高
直
径
２
２
㎜
で
す
。

Ａ
層
の
厚
さ
（
図
１
）

Ａ
層
の
厚
さ
の
平
均
は
上
部
６
．
３
㎝
、
下

部
１
０
．
４
㎝
で
し
た
。
調
査
対
象
木
毎
に
Ａ

層
を
調
査
し
た
結
果
を
図
に
し
ま
し
た
。
Ａ
層

が
上
部
で
薄
く
、
下
部
で
厚
い
様
子
が
見
ら
れ

ま
す
。
な
お
、
☒
印
は
土
壌
の
混
乱
や
、
誤
伐

等
の
影
響
を
受
け
て
い
る
た
め
、
調
査
対
象
か

ら
外
し
た
箇
所
で
す
。

Ａ
層
の
厚
さ
と
樹
高
・
胸
高
直
径
（
図
２
）

樹
高
成
長
量
の
年
平
均
を
平
均
伸
長
量
と
し
、

胸
高
直
径
の
年
平
均
成
長
量
を
平
均
肥
大
成
長

量
と
し
ま
す
。
Ａ
層
の
厚
さ
に
つ
い
て
平
均
伸

長
量
・
平
均
肥
大
成
長
量
に
よ
り
散
布
図
を
作

成
し
ま
し
た
。
右
が
Ａ
層
と
平
均
伸
長
量
、
左

が
Ａ
層
と
平
均
肥
大
成
長
量
の
図
で
す
。
上
部

が
●
、
下
部
が
×
で
す
。
Ａ
層
が
厚
い
ほ
ど
平

均
伸
長
量
・
平
均
肥
大
成
長
量
と
も
に
大
き
く

な
る
傾
向
が
明
瞭
に
示
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
Ａ
層
の
厚
さ
と
立
地
（
上
部
か
下

部
か
）
の
ど
ち
ら
が
よ
り
ケ
ヤ
キ
の
成
長
に
影

響
を
与
え
て
い
る
の
か
。
あ
る
い
は
、
両
方
の

因
子
の
組
み
合
わ
せ
（
交
互
作
用
※
用
語
解
説
）

に
よ
る
の
か
を
分
析
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
Ａ

層
の
厚
さ
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
高
い
有
意
性

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
一
方
、
立
地
に
つ
い
て

も
有
意
性
は
認
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
Ａ
層
ほ
ど

高
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
（
散
布

図
を
見
る
と
●
✕
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
テ
方
向
の
散

ら
ば
り
具
合
に
ほ
と
ん
ど
差
が
無
い
こ
と
が
読

み
取
れ
ま
す
の
で
、
立
地
の
違
い
に
よ
る
影
響

は
、
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
）

交
互
作
用
に
つ
い
て
は
、
平
均
伸
長
量
で
有
意

性
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
Ａ
層
の
厚
さ
だ
け

の
有
意
性
に
比
べ
る
と
高
い
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
（
平
均
伸
長
量
で
は
、
斜
面
下

部
の
Ａ
層
が
厚
い
場
所
の
個
体
が
、
成
長
が
や

や
良
好
な
傾
向
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
）

ま
と
め

ケ
ヤ
キ
の
サ
イ
ズ
は
、
土
壌
の
肥
沃
度
（
Ａ

層
の
厚
さ
）
に
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
本

試
験
地
の
単
木
レ
ベ
ル
で
明
ら
か
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
ケ
ヤ
キ
の
適
地
は
、
斜
面
の
上

よ
り
下
と
漠
然
と
言
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、

肥
沃
度
の
指
標
と
し
て
Ａ
層
の
厚
さ
が
有
効
で

あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

※
用
語
解
説

「
Ａ
層
」
：
堆
積
有
機
物
層
の
直
下
に
あ
る
腐

植
に
富
む
暗
色
の
層
位
。
動
植
物
遺
体
の
分
解

に
よ
り
生
成
さ
れ
た
腐
植
が
集
積
し
，
暗
褐
色

を
呈
す
る
に
至
っ
た
最
表
層
の
層
位
。

「
交
互
作
用
」
：
２
つ
の
因
子
が
組
み
合
わ
さ

れ
る
こ
と
で
現
れ
る
相
乗
効
果
の
こ
と
。

**
**

**
*
**
**
**

*
**

**
**

*
**

**
**
*
**
**

当
セ
ン
タ
ー
で
は
視
察
・
研
修
を
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

電
話
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４
６
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図２－２ 図２－１

ケ
ヤ
キ
若
齢
人
工
林
試
験
地

森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー

図１



【
管
内
の
概
要
】

福
島
森
林
事
務
所
は
、
福
島
市
の
北
西

部
、
宮
城
県
や
山
形
県
と
の
県
境
に
近
い

約
２
万
ha
の
国
有
林
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

奥
羽
山
系
の
栗
子
山
（
１
，
２
１
７
ｍ
）
・

豪
志
山
（
１
，
０
２
２
ｍ
）
を
水
源
と
す

る
摺
上
川
の
上
流
域
が
主
体
で
あ
り
、
そ

こ
か
ら
生
ま
れ
る
上
質
の
水
は
、
福
島
市

内
で
阿
武
隈
川
と
合
流
し
、
宮
城
県
か
ら

太
平
洋
に
注
い
で
い
ま
す
。

【
歴
史
】

当
森
林
事
務
所
管
内
は
古
く
か
ら
林
業

が
盛
ん
で
、
昭
和
11
年
か
ら
28
年
ま
で
、

福
島
営
林
署
直
営
の
茂
庭
製
材
所
が
広
葉

樹
の
製
材
事
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
製

材
所
か
ら
上
流
へ
約
10
km
に
わ
た
り
森
林

軌
道
も
敷
設
さ
れ
、
ト
ロ
ッ
コ
運
材
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
太
平
洋
戦
争
中
は
、

飛
行
機
の
プ
ロ
ペ
ラ
用
材
と
し
て
大
量
の

ブ
ナ
材
を
供
出
し
、
昭
和
18
年
に
は
農
林

大
臣
が
官
行
事
業
所
に
激
励
に
訪
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
林
業
に
よ
り
繁
栄
し
た
歴
史

の
あ
る
地
域
で
す
。

戦
中
・
戦
後
に
伐
採
さ
れ
た
森
は
、
そ

の
後
、
ブ
ナ
等
の
豊
か
な
広
葉
樹
林
が
回

復
し
山
形
県
と
の
県
境
の
稜
線
部
は
、
現

在
は
、
「
鳥
海
朝
日
・
飯
豊
吾
妻
緑
の
回

廊
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
然
度
の

高
い
エ
リ
ア
で
、
猛
禽
類
や
獣
類
も
数
多

く
生
息
し
て
い
ま
す
。

【
現
状
】

か
つ
て
林
業
で
繁
栄
し
た
摺
上
川
上
流

域
は
、
東
北
地
方
有
数
の
規
模
の
摺
上
川

ダ
ム
が
平
成
18
年
に
完
成
、
多
く
の
集
落

が
移
転
し
、
現
在
は
人
が
住
ま
な
い
地
域

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ダ
ム
上
流
域
の
ほ
と

ん
ど
が
国
有
林
で
、
水
源
を
汚
染
す
る
施

設
が
無
い
こ
と
か
ら
水
質
は
特
に
良
好
に

保
た
れ
、
世
界
的
品
質
コ
ン
テ
ス
ト
の
モ

ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
昨
年
、
最
高
金
賞

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
福
島
市
で
は
、
蛇

口
を
ひ
ね
る
と
国
有
林
生
ま
れ
の
超
軟
水

の
お
い
し
い
「
ふ
く
し
ま
の
水
」
が
出
て

き
ま
す
。
市
は
、
水
道
水
源
地
条
例
に
よ

り
民
間
事
業
者
の
事
業
を
規
制
し
て
い
ま

す
。
こ
の
地
域
の
国
有
林
は
、
緑
の
水
瓶

と
し
て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。戦

中
・
戦
後
の
伐
採
跡
地
の
一
部
に
植

栽
さ
れ
た
ス
ギ
や
ア
カ
マ
ツ
は
、
伐
採
時

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
生
産
し
た
木
材
は
、

森
林
事
務
所
の
敷
地
を
土
場
と
し
て
活
用

し
な
が
ら
、
合
板
工
場
や
チ
ッ
プ
工
場
、

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
な
ど
に
供
給
し
て
い

ま
す
。

数
年
前
か
ら
、
ク
マ
が
ス
ギ
の
樹
皮
を

剥
い
で
ス
ギ
が
枯
れ
る
被
害
が
目
立
ち
、

ク
マ
に
よ
る
林
業
被
害
が
福
島
県
内
で
最

も
早
く
顕
在
化
し
て
い
る
地
域
と
な
っ
て

い
ま
す
。
樹
幹
に
被
害
防
止
用
の
テ
ー
プ

を
巻
い
た
り
、
被
害
木
が
多
い
箇
所
は
枯

損
前
に
木
材
生
産
を
行
う
と
い
っ
た
対
応

を
し
て
い
ま
す
。

【
こ
れ
か
ら
】

管
内
に
隣
接
す
る
米
沢
市
で
は
、
本
年

１
月
に
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
が
開
業
し
、

燃
料
と
し
て
の
木
材
需
要
が
高
ま
っ
て
お

り
、
ま
た
、
マ
ツ
類
は
、
各
地
の
社
寺
仏

閣
や
城
址
の
再
建
用
と
し
て
の
需
要
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

先
輩
方
が
営
々
と
育
て
て
き
た
山
を
生

か
し
、
地
域
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
良

質
で
豊
富
な
水
や
木
材
の
供
給
、
自
然
環

境
、
そ
し
て
再
生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
と
し
て
、
益
々
高
ま
っ
て
い
る
国
有

林
の
使
命
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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水源地のブナ二次林

ブナ材のトロッコ運材


